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CAD・CVJブーツの作図自動化
-２分で寸法入り作図ができます-

1

問合せはこちらから
https://terakoya2018.com/question

連絡先 hagi@terakoya2018.com

ブーツのME10（CAD)での作図プログラム展開します。
FreeCADやほかのCADでもアルゴリズム移植で使えます。

解析の自動化例：等速ジョイントブーツ

断面メッシュと簡単な名前付けで
設計担当が結果処理まで３０分で解析可能

2

2分で寸法入り作図可能

１形状45分（作図）→ ２分（９５％工数削減）
慣れると１分以内

CADの自動化例：等速ジョイントブーツ

初心者でもミスなく同じ工数

概要

だれでもできる解析・ＣＡＤの自動化/効率化
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２D-CADの自動化

ＭＡＣＲＯ
実行例）

１形状45分（作図）
→２分

大径部 小径部

蛇腹作図

寸法記入

CADの作図機能を利用して、簡単に類似形状は３D含めて自動化が可能。
特に凡ミス削減効果は大きい。（例 ARC,中心，始点，終点）

自働化手順概要

［設計が検討する寸法関係］

［EXCELシートを追加して寸法抽出＆算出］

次のシートで
CAD言語と座標情報合体

［CAD言語との合体 マクロ］
設計者が必ず行う

検討シートを利用します。

描画自動プロット
直行性の計算など

プログラム作成します。

CADの描画コマンド
LINE ARC CIRCLEなど
座標を引き取ります。

これらをマクロコマンドとして実施。

効率化、自動化
支援
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［EXCELシートを追加して寸法抽出＆算出］
［CAD言語との合体 マクロ］

自動化の方法

山、谷部寸法
接線を引く（内積計算）

寸法抽出

内積を取り直交性等確認

大径側座標計算
42.6内径
43.85外径

各部座標
00中心
0-46.0425中心線横
046.0425

-46.04250中心線縦
46.04250

内径作図
00中心

42.60内径

44.850

外径始点
１

44.788532.3472683deg
44.604314.6881026deg
43.282347.033798中点
43.276997.065721R4終点
31.0066331.00663
7.06572143.27699R4終点
7.03379843.28234中点
4.68810244.604316deg
2.34726844.788533deg

044.85交点
-2.3472744.788533deg
-4.688144.604316deg
-7.033843.28234中点
-7.0657243.27699R4終点
-31.006631.00663

計算結果から形状確認

自動化の方法
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効率化施策 成功させるには
１）CADの自働化

実用面で考えると、

・製品群後毎 ・影響の大きいところから

⇒如何にまとめるかがカギとなる。

CAD言語の理解から設計検討資料とのリンクで自働化可能。

類似ですよ
半径＝正方形の１辺の長さ／２ ⇒ 円
フィレットRの大きさをゼロにすれば ⇒ 正方形

・費用対効果
適用範囲をどれだけ増やせるか、工数を減らせるか。

点を描く
線分を描く

円を描く
弧を描く

連続線を描く
矩形を描く

円を描く

ＦＲＥＥ－ＣＡＤの例
２D作図

他のソフトでも同様
コマンド（履歴）が書き出される

SolidWorksのような高機能でなく
FreeCADで簡単な作図をしてみる
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FreeCADで簡単な作図をしてみる

*add_curves

1

2

3

4

*set_curve_type arc_ppp

*add_curves
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*add_curves

5

6

ポイント１－２、３－４
つないで線分

直接X,Y,Z座標入力

P5

P6

P7
円弧と線分選択して

この領域に自動メッシュ作成

ポイント５－６

ARC 円弧宣言

どのソフトも操作するとこの記録が残ります。
表面上画面に出なくても、ファイルに保管されます。 ⇒これを使って自動化

点と点、直接座標入力で点作成、円弧作成など必ずスクリプトが残ります。

ソフトのクセを探して（サポートに確認して誰でも自動化ソフトが作れます。
⇒ バグ取りは、単なる気力の問題で若者向きです、

x y z

0 0 0

中心 半径

5.00E-01

50 50

分割数
材料定義 A

ヤング率 72000

ポアソン比 0.17

降伏応力 1.00E+20

P7

P5P6
＋＋

＋

FreeCADで簡単な作図をしてみる

［EXCEL記述］

分割した要素に
材料の割り当ても可能

その他解析の設定も・・・

当面、外出も少ないので・・・・・・ ⇒ お手伝いできます。

このブーツは、上記の繰り返し

応用として接線寸法の計算くらいです。



2026/4/10

6

自動化の効果

①工数削減
９０％以上の工数削減可能な方法もあります。

②ミス防止、ストレス軽減
忙しくなると凡ミスも増える、初心者でも同じ品質の作図、解析が可能

③考える時間の捻出
単純作業時間を削減、より深く考える時間の創出

自動化は工数削減だけではない

手順書、教育のシステム化から
スキルアップ、裾野知識を広げ開発に役立つ

人間の行動心理 ・・・失敗は繰り返しやすい
効率化から時間の捻出

11

お問い合わせ先

寺子屋 問合せhttps://terakoya2018.com/question

https://terakoya2018.com/

MAIL：hagi@terakoya2018.com


